様式第１号（第６条関係）

丹波市地域高齢者学級団体補助金交付申請書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和　　年　　月　　日

丹波市長　　林　　時彦　 様
	団体名
	　　　　　　　　　　　　

	申請者
	代表者氏名　
住　所　丹波市　　　町
電　話　

	事務担当者
(連絡が付きやすい連絡先を記入してください。)
	氏　名　
住　所　丹波市　　　町　　　　　　　　　
電　話　　　　　　　　　　　　　
(E-mail)




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　










　令和　　年度丹波市地域高齢者学級団体補助金の交付を受けたいので、関係書類を添えて申請します。
記

１　補助金申請額　　　　　　　　　　　　　　　　　円　
補助対象経費に２分の１を乗じた額と、補助対象団体に所属する実会員数(５月１日現在)に2,640円を乗じた額を比較し、低い方を補助金の申請額とする。(ただし、100万円を上限。(10円未満切り捨て))

２　実会員数　　　　　　　　　　　　　　　　　人　※５月１日現在
　
　　　　　　　　　　　　
３　団体補助期間　　令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日


４　添付資料
・（別紙１）活動内容計画書　　
・（別紙２）収支予算書　　
・申請団体の会則等(最新のもの)
・申請団体の会員名簿（５月１日時点）　
・補助金交付申請書チェックシート



（別紙１）活動内容計画書

１．活動内容
	内容（日時、場所、方法、特色など）を具体的に記入してください。

	



２．学んだ知識及び経験の地域への還元
	学んだ知識及び経験を、どのような方法で地域に還元させる予定か記入してください。

	


３．活動の継続性
	活動を継続していくための組織強化や活動の発展に向けた取り組みについて記入してください。（資金調達、運営方法、会費設定、募集方法、認知向上、他団体等との連携・協働 など）

	



４．活動内容の改善　
	昨年度取り組んだ活動や団体運営の課題を検討し、「改善した点」「新規に取り組む点」などを記入してください。

	


（別紙２）収支予算書

１　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	科　　目
	金　　額
	備　　考

	地域高齢者学級団体補助金
	
	＠2,640円×実会員数もしくは小計①の1/2の低い方
（10円未満切捨、上限100万）

	会費
	
	@　　　円×　　人=
@　　　円×　　人=
@　　　円×　　人=

	
	
	

	合　計　額
	
	合 計 額 ③と同額になります


（注）収入科目は、収入金額を種類(会費、参加費など)に分けて、それぞれ記入してください。

２　支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	科　　目
	金　　額
	説明欄（金額根拠の記載欄）

	補　助　対　象　経　費
	講師謝金
	
	

	
	講師旅費
	
	

	
	消耗品費
	
	

	
	印刷製本費
	
	

	
	通信運搬費
	
	

	
	保険料
	
	

	
	委託料
	
	

	
	使用料及び賃借料
	
	

	
	原材料費
	
	

	
	事務局費
	
	

	
	その他
	
	

	
	小　計　①
	
	

	補助対象外経費
	繰越金・予備費など
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	小　計　②
	
	

	合　計　額　③
	
	　小 計 ①　+　小 計 ②


※ 金額根拠は、品名・金額（品名・単価×数量=金額）の形でご記入下さい。
【記入例】講師謝金＠10,000×1人=10,000円、講師旅費7,000、印刷費＠25×1,000…
※ 構成員又は参加者に支払う費用（事務局費を除く）は、補助対象外です。
